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チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
一
考
察

二

O
八

チ

ウ

ネ

ン

地
代
論
の

考

察JII 

村

琢

テ
ヤ
l
の
「
合
理
的
農
業
の
原
理
」
シ
ユ
ク
イ
ン
及
び
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
農
業
改
革
の
も
と
に
、
後
進
園
ド
イ
ツ
農
業
を
近
代

的
た
合
理
的
友
も
り
へ
殻
展
せ
し
む
る
と
と
が
チ
ウ
ネ
ン
に
課
さ
れ
た
一
世
合
的
住
務
で
あ
っ
た
。
一
方
で
は
テ
ヤ
l
の
無
批
判
的
な

イ
ギ
リ
ス
の
農
業
の
導
入
に
劃
し
地
主
粧
品
百
者
と
し
て
経
済
的
な
批
判
。
必
要
に
せ
ま
ら
れ
、
他
方
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
経
済
墜
の

無
批
判
的
ゑ
導
入
に
劃
し
て
も
ド
イ
ツ
的
た
地
主
経
皆
者
と
し
て
批
判
が
た
さ
る
べ
き
で
る
っ
た
。
一
八
二
六
年
の
初
版
で
、
四
二

年
に
「
穀
償
、
土
地
の
聖
度
並
び
に
租
税
が
農
業
は
及
ぼ
す
影
響
」
と
一
五
ふ
副
題
を
も
っ
、
「
農
業
並
び
に
園
民
経
済
に
闘
す
る
孤
立

園
」
は
そ
れ
へ
の
解
答
。
一
部
で
あ
る
。
一
八
五

O
年
に
は
第
二
巻
第
一
部
が
「
自
然
勢
賃
並
び
に
そ
の
利
率
及
び
地
代
に
封
す
る

閥
係
」
と
云
ふ
副
題
で
出
版
さ
れ
、
一
八
六
三
年
に
は
シ
ユ
マ
ツ
ヘ
ル
に
よ
っ
て
、
第
二
巻
第
二
部
と
、
第
三
巻
「
地
代
、
回
収
宥
利

な
る
輪
伐
期
並
び
に
松
林
の
種
に
な
る
樹
齢
を
持
つ
木
材
量
の
債
値
決
定
の
原
理
」
と
が
出
版
せ
ら
れ
た
。

併
し
乍
ら
等
し
く
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
批
判
に
出
費
し
・
な
が
ら
も
チ
ウ
ネ
ン
の
理
論
は
リ
カ
ア
ド
オ
の
理
論
と
も
著
し
い
相
還
を

も
っ
て
ゐ
る
。
と
の
相
遣
は
ス
ミ
ス
の
展
開
せ
る
債
格
従
っ
て
債
値
の
理
論
に
劃
す
る
雨
者
の
立
場
の
決
定
的
封
立
に
基
く
も
の
で

あ
っ
て
、
と
白
立
場
の
相
違
は
又
主
と
し
て
雨
者
の
立
脚
す
る
闘
々
、
即
ち
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
経
済
的
た
段
階
。
相
遣
に
よ

る
も
の

L
如
く
で
あ
る
。
も
と
よ
り
と

L
に
於
て
は
チ
ウ
ネ
ン
の
理
論
の
金
轄
に
渉
っ
て
そ
の
準
設
史
的
地
位
を
定
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
は
な
い
。
唯
チ
ウ
ネ
ン
乞
ス
ミ
ス
及
び
リ
カ
ア
ド
オ
に
封
比
し
、
彼
の
理
論
を
特
に
地
代
論
を
中
心
と
し
て
客
親
的
に
追
求
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山

∞
d

.
山

和

川

地
人
が
そ
の
土
地
の
現
質
の
欣
態
に
於
て
支
梯
ひ
得
る
最
高
白
債
格
で
る
る
。
土
地
の
賃
借
契
約
の
僚
件
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、

h

M

地
主
は
そ
の
土
地
の
生
産
物
中
の
借
地
入
の
頒
前
と
た
る
部
分
を
、
借
地
人
が
種
子
を
買
ひ
入
れ
努
働
を
支
鵠
ひ
且
つ
家
畜
及
び
共

J

U

M

他
。
農
耕
一
安
具
を
買
ひ
入
れ
ま
た
保
存
す
る
資
本
と
そ
の
地
方
に
ゐ
け
る
普
通
の
農
業
利
潤
と
を
併
せ
償
ふ
に
足
る
以
上
に
出
で
ぬ
脚

-m

釦

W

や

う

に

努

め

る

。

と

の

頒

前

は

明

か

に

借

地

人

が

損

失

を

蒙

ら

歩

自

ら

満

足

し

う

る

最

少

の

頒

前

で

あ

る

よ

仁

凶

a
 

ス
ミ
ス
の
と
の
何
は
、
明
か
に
先
・
資
本
主
義
の
土
地
所
有
の
諸
形
態
と
区
別
さ
れ
る
資
本
主
義
的
土
地
所
有
の
特
質
で
あ
っ
て
、
山
叫

凹

a

チ
ウ
ネ
ン
の
地
代
の
理
解
も
ほ
w
h

同
様
で
あ
り
「
孤
立
閤
」
第
一
部
第
五
章
に
於
て
「
建
物
、
木
材
、
柵
共
他
組
て
土
地
と
分
離
し

iM

昭

E

I

 

得
ベ
き
有
債
物
の
慣
格
の
利
子
を
農
場
所
得
よ
り
差
引
い
て
残
る
も
の
、
即
ち
土
地
自
身
に
属
す
る
も
の
を
、
私
は
土
地
地
代
と
名

h

叫

t

e

 

A
U
 

づ
け
弘
」
と
云
っ
て
ゐ
る
。
と
L

に
云
ふ
農
場
所
得
と
は
農
場
に
於
て
獲
得
せ
る
生
産
物
の
債
格
即
ち
粗
牧
盆
か
ら
現
賞
に
生
産
の
附
問
時

・1
P
一汀

矯
め
に
必
要
な
受
用
(
直
接
的
資
用
た
る
と
共
通
的
費
用
た
る
と
を
問
は
や
〉
を
差
引
い
た
残
額
を
意
味
し
、
従
っ
て
土
地
々
代
は
・
町
I
剛

U
i
-
-
M
Q
M
 

更
に
土
地
と
分
離
し
得
ぺ
き
「
有
償
物
」
の
利
子
を
即
ち
投
下
固
定
資
本
の
利
子
を
と
れ
よ
り
控
除
せ
る
も
の
で
あ
る
。
チ
ウ
ネ
ン
同
町
巾
日

ハ
註
一
〉

l

y暗

に
る
つ
て
は
利
潤
の
概
念
が
後
に
示
す
如
く
不
明
確
で
あ
る
が
、
地
代
の
計
算
に
於
て
明
示
せ
る
如
く
、
共
通
粧
替
費
中
に
は
企
業

h
M
d
叫
久

利
得
に
相
首
す
べ
き
部
分
が
含
ま
れ
て
居
り
、
と
れ
が
利
子
と
合
躍
し
て
一
臨
、
利
潤
の
概
念
に
近
づ
か
し
め
る
と
と
が
出
来
る
。
一
叫
門
川
一
蹴

加

E
T凶
藤

併
し
も
と
よ
り
不
充
分
で
あ
っ
て
地
代
概
念
の
規
定
の
上
の
障
害
と
た
る
こ
と
後
に
見
る
如
く
で
あ
る
。

M
-
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U

H
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ス
ミ
ス
に
於
て
は
前
梯
費
本
及
び
通
常
利
潤
を
越
へ
る
債
格
部
分
に
封
し
地
代
と
し
て
要
求
す
る
も
の
は
土
地
の
所
有
者
で
あ
り
、

M
m
口
紅

土
地
所
有
の
絹
占
に
基
い
て
注
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
併
乍
ら
と
の
と
と
は
必
や
し
も
地
代
の
潤
内
債
格
た
る
と
と
、
即
ち
「
地
代

1

2

し
て
み
よ
う
と
す
る
に
止
る
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
「
土
地
の
使
用
に
劃
し
て
支
掛
は
れ
る
債
格
で
る
る
と
考
へ
ら
れ
る
と
と
る
の
地
代
は
、
本
来
、
借

チ
ウ
ネ
ン
地
代
諭
の
一
考
察

ニ
O
九



ナ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
一
考
後

二
一

O

〈
酔
阻
ニ
し
》

の
自
然
謹
・
」
を
超
過
す
る
地
代
D
み
を
意
味
す
る
も
り
で
は
な
い
様
で
あ
っ
て
、
更
に
資
本
部
分
や
通
常
利
潤
の
侵
害
に
よ
っ
て
鷲

ら
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
と
は
前
述
の
何
よ
り
見
て
明
白
で
あ
る
。

前
掛
資
本
や
通
常
利
潤
を
超
過
す
る
債
格
部
分
の
成
立
は
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
資
本
が
農
業
に
於
て
工
業
に
於
け
る
よ
り
も
よ
り
生

〈註一一一〉

産
的

eあ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
農
業
に
於
て
生
産
せ
ら
る
L
慣
値
は
工
業
に
於
て
生
産
せ
ら
る
L
慎
値
以
上
の
憤
値
を
確

保
し
う
る
と
一
匹
ふ
の
で

b
る
。
そ
白
理
由
と
し
て
ス
ミ
ス
は
云
ふ
「
農
業
者
の
下
に
於
て
は
菅
に
蛾
労
働
す
る
作
男
の
み
な
ら
歩
、
蛇
労

働
す
る
家
畜
も
亦
生
産
的
問
労
働
者
で
あ
る
。
且
つ
ま
た
農
業
に
於
て
は
自
然
も
亦
人
と
共
働
す
る
。
而
し
て
自
然
の
附
労
働
は
何
等
費

用
を
要
し
な
い
が
、
そ
の
生
産
物
は
最
も
高
債
な
労
働
者
の
そ
れ
と
同
様
に
そ
の
債
値
を
も
っ
て
ゐ
る
。
:
:
:
そ
れ
故
農
業
に
使
用

さ
れ
る
附
労
働
者
及
び
役
畜
が
、
た
立
に
製
造
業
に
使
用
さ
れ
る
附
労
働
者
建
と
同
様
、
彼
等
自
身
の
消
費
、
即
ち
彼
等
を
使
用
す
る
資

本
に
等
し
い
慣
値
を
再
生
産
し
併
せ
て
資
本
所
有
者
の
利
潤
を
附
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
さ
ら
に
遥
か
に
大
き
か
仏
慣
値
を
生
産

す
る
と
と
が
出
来
る
。
そ
れ
放
に
農
業
者
の
費
本
及
び
そ
の
一
切
の
利
潤
以
上
に
規
則
正
し
く
地
主
の
地
代
を
再
生
産
す
る
と
と
が

出
来
る
の
で
②
る
。

ζ

の
地
代
は
地
主
一
が
農
業
者
に
貸
し
て
使
用
せ
し
め
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
自
然
の
そ
う
し
た
諸
カ
の
生
産
物
と
考

へ
る
と
と
が
出
来
よ
う
己
併
し
と
の
考
は
重
農
拳
祇
的
見
解
で
あ
る
。
も
と
よ
り
ス
ミ
ス
に
於
て
は
盟
度
及
び
位
置
の
如
何
に
よ
る

♀
世
田
〉

地
代
舗
の
差
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
と
与
に
一
般
的
に
土
地
所
有
の
猫
占
に
つ
い
て
生
や
る
地
代
が
問
題
で
あ
っ
て
、
か

L
る
地
代
に
封
す
る
重
農
鼠
一
二
祇
的
見
解
は
ス
ミ
ス
の
附
労
働
債
格
の
原
理
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。

チ
ウ
ネ
ン
は
か
L
る
ス
ミ
ス
の
地
代
の
重
農
皐
抵
的
な
見
解
の
根
源
佐
ば
土
地
に
投
下
せ
る
資
本
の
利
子
を
地
代
か
ら
分
離
せ
し
め

「
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
の
建
物
設
備
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
の
利
子
は
土
地
牧
入
と
見
る
と
一
五
ふ
地

な
い
と
と
に
求
め
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

代
の
見
解
か
ら
彼
の
鰹
系
の
多
く
の
誤
謬
が
出
費
す
る
。
即
ち

一
、
土
地
は
一
般
に
耕
作
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
於
て
は
地
代
危
生
や
る
。

二
、
農
業
に
用
ひ
ら
れ
た
勢
働
は
工
業
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
よ
り
以
上
に
有
利
且
生
産
的
で
あ
る
。

1 ) A. Smith， ibid. p・324



三
、
自
然
は
農
業
の
場
合
に
は
共
同
し
工
業
の
場
合
に
は
共
同
し
及
川
」
と
。

と
れ
に
封
し
チ
ウ
ネ
ン
は
反
駁
し
て
云
ふ
「
一
、

工
業
が
行
は
れ
る
と
と
ろ
の
建
物
の
債
値
の
利
子
を
差
引
か
な
い
な
ら
ば
と
の
工
業
は
同
様
に
レ
ン
ト
を
生
や
る
。
二
、
か
L
る
差

引
が
行
は
れ
ざ
る
場
合
に
は
企
業
者
が
彼
の
努
力
に
劃
し
て
及
び
機
械
器
具
等
ハ
但
し
建
物
を
除
く
〉
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
に
封
し

て
普
通
の
利
得
を
引
き
去
っ
た
後

κ附
労
働
者
の
努
働
生
産
物
の
う
ち
努
働
者
の
消
費
よ
り
も
遥
か
に
多
額
の
も
の
が
盛
る
。
だ
か
ら

と
の
場
合
に
は
労
働
は
同
様
に
甚
だ
生
産
的
で
あ
る
。
三
、
自
然
の
共
同
友
し
に
は
工
業
も
農
業
と
等
し
く
行
は
れ
得
た
い
円
」
と
。

チ
ウ
ネ
ン
は
ス
ミ
ス
の
地
代
を
「
土
地
の
地
代
と
建
物
の
債
格
よ
り
合
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」

「
明
確
さ
と
E
確
さ
の
失
は
れ
」
た
も

の
と
し
、

と
れ
を
「
農
場
地
代
」
と
し
て
自
ら
D
巌
密
怒
る
意
味
の
地
代
「
土
地
に
代
」
に
封
比
せ
し
め
た
。
地
代
D
特
質
を
規
定

ず
る
矯
め
に
は
か
L

る
地
代
と
利
子
と
の
峻
別
は
必
要
訣
く
べ
か
ら
ざ
る
と
と
で
は
る
る
が
、
チ
ウ
ネ
ン
の
反
駁
の
一
及
び
こ
に
於

け
る
が
如
く
建
物
の
利
子
を
引
き
去
っ
て
も
倫
農
業
に
は
工
業
と
異
っ
て
前
梯
資
本
及
び
通
常
利
潤
以
上
の
超
過
分
が
存
在
し
う
る

と
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
。
従
っ
て
特
に
反
駁
白
三
に
於
て
ス
ミ
ス
の
重
農
皐
祇
的
見
解

ρ誤
謬
が
明
確
に
さ
れ
た
と
し
て
も
、
か

L

る
一
般
的
に
農
業
に
於
て
生
歩
る
地
代
の
否
定
と
は
た
ら
た
い
。

ス
ミ
ス
は
か
L
る
一
般
的
に
農
業
に
於
て
生
守
る
地
代
の
根
操

を
霊
農
事
訳
的
見
解
に
於
て
求
め
た
と
と
は
彼
の
勢
働
債
値
の
原
理
と
も
矛
盾
し
、
そ
れ
白
韓
チ
ウ
ネ
ン
む
云
ふ
如
く
明
白
に
誤
で

あ
る
が
、
か
L
る
誤
謬
の
指
摘
は
そ
の
地
代
の
存
在
の
否
定
に
は
た
ら
た
い
。
然
る
に
チ
ウ
ネ
ン
は
と
の
誤
謬
の
根
源
を
地
代
と
利

子
と
の
合
一
せ
る
と
と
に
求
め
、
更
に
積
局
的
に
か
L

る
地
代
の
存
在
を
も
否
定
し
て
し
ま
ふ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
地
代
の
問

題
は
土
地
の
盟
度
並
び
に
位
置
の
如
何
に
よ
る
経
饗
相
互
間
に
生
守
る
通
常
利
潤
以
上
の
債
格
超
過
分
、
即
ち
差
額
地
代
に
眠
ら
れ

る
と
と
L
な
っ
た
。
営
時
の
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
、
支
配
的
な
農
業
の
地
主
的
な
経
営
に
ζ

そ
は
賓
質
的
に
土
地
所
有
と
経
替
と
の
合

睦
に
よ
っ
て
か
L

る
地
代
の
否
定
、
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
の
地
代
の
存
在
を
も
想
定
し
う
る
根
擦
が
あ
る
様
で
あ
る
。

(
躍
さ

「
孤
立
問
」
の
五
章
の

b
に
於
て
「
十
高
卒
方
ル
l
ト
の
耕
地
の
生
産
力
は
、
百
卒
方
ル
ー
ト
の
耕
物
牧
穫
が
ラ
イ
姿
十
ベ
ル
り
ン
・
シ

チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
一
考
祭

1 ) Thunen， 8. a・0.8.27 謬 p.15-G
2 ) Thunen， 8. 8. O. 8. 27-8 霧 p.16
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エ
シ
フ
エ
ル
で
あ
っ
て
農
場
自
身
に
於
け
る
ラ
イ
姿
の
償
秘
が
一
ペ
ル

P
シ
・
シ
エ
ツ
ア
エ
ル
に
つ
き
一
ニ
一
九
一
金
タ

1
レ
ル
の
場
合
に
、

粗

枚

入

五

・

O
七
四
金
9

1
レ
ル

支
出
は
一
、
=
一
般
作
及
び
ク
ロ
パ

1
の

積

子

代

六

二

六

金

タ

I
レ
ル

二

、

耕

作

的

費

用

八

七

五

M
M

=

一

、

秋

納

的

自

民

用

七

六

五

M
M

凶
、
は
・
共
語
路
管
費
〈
個
キ
の
部
門
に
分
離
し
得
ざ
る
も
の
〉
即
ち

a

管

理

費

b

建

物

維

持

猿

C

火
災
及
ぴ
省
害
保
険
令
祉
へ
の
支
扮

d

牧
師
及
び
教
師
に
拠
出
す
る
支
給

6

畑
脱
雌
官
安
本
利
子
(
財
産
の
債
値
の
利
子
は
分
離
さ
れ
る
〉

f

農
場
に
於
け
る
貧
民
の
保
護

g

夜

番

の

給

料

h

道
路
宇
橋
、
議
や
鎗
界
の
務
の
維
持
費

・1

経
祭
会
世
に
闘
す
る
雑
費

問
、

B
、
緯
物
及
び
獅
の
償
絡
の
利
子

共
渇
線
障
官
費
は
時
地
物
等
の
債
絡
の
利
子
と
合
せ
て
利
率
五
分
の
揚
合
に
了
三
五

O
金
タ

1
レ
ル
」

「

以

上

限

つ

の

支

出

合

計

三

、

六

一

間

金

9

1
レ
ル

こ

れ

を

粗

牧

入

五

、

O
七
四
金
9

1
レ
ル

か
ら
引
い
て
時
間
P
は
完
全
な
土
地
純
牧
盆
又
は
地
代
一
、
四
六

O
金
9

1
レ
川
」

ハ
健
エ
)
「
時
と
し
て
或
特
殊
生
産
物
に
麹
し
得
る
土
地
の
量
が
過
少
で
有
数
需
要
を
満
た
す
に
不
充
分
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
生
産
物
全
部
は

之
を
生
産
出
し
之
を
市
場
に
も
た
ら
す
に
必
要
な
る
地
代
、
賃
銀
、
及
び
利
澗
の
全
部
を
そ
の
自
然
率
に
踏
む
、
却
ち
他
の
耕
地
に
於
て
支
梯
は

れ
る
務
に
膝
じ
て
、
支
扮
は
る
込
に
充
分
な
る
額
以
上
の
幾
分
か
の
額
を
支
尚
せ
ん
と
欲
す
る
人
身
に
貰
却
さ
れ
得
る
。
か
る
る
揚
合
に
は
、
改

謬， p.21-3 1 )Thunen， a. a. O. S. 34-5 



良
及
び
耕
作
の
会
経
賓
を
支
排
し
た
後
に
残
る
債
務
の
品
開
制
判
部
分
は
通
常
穀
物
及
び
牧
草
の
場
合
に
於
て
同
様
の
犠
剰
と
一
定
の
正
規
な
比
例
を

有
せ
ず
、
品
市
ん
ど
際
限
な
〈
越
過
す
る
こ
と
が
あ
る
。
而
も
こ
の
越
過
の
犬
部
分
は
自
然
に
地
主
の
地
代
に
隠
す
る
。
」
か
ミ
る
例
と
し
て
ア
ラ

y

ス
の
る
る
葡
萄
閣
の
地
代
を
あ
げ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
が
ス
ミ
ス
の
地
代
の
自
然
率
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
ζ

と
は
明
白
で
あ
る
。

ペ
盟
三
〉
「
資
本
は
す
ぺ
て
生
産
的
情
労
働
の
維
持
の
み
に
克
蛍
せ
ら
昌
弘
が
、
併
し
同
一
震
の
受
本
が
動
か
し
得
ぺ
き
生
産
的
崎
労
働
の
量
は
其
の
使

途
の
異
な
る
に
従
ひ
著
し
ぺ
浦
暗
躍
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
ヲ
て
叉
そ
の
使
途
が
其
閣
の
土
地
及
び
努
働
の
年
々
の
生
産
物
の
上
に
蓮
如
す
る
償
値

に
も
亦
非
常
な
相
違
が
あ
る
。
」

而
し
て
「
等
額
の
資
本
に
し
て
農
業
の
資
本
ほ
H

・
P

・
~
多
量
の
生
産
的
概
労
働
を
動
か
す
も
の
は
な
円
。
」

〈
一
躍
図
U

ス
ミ
ス
の
か
A

る
地
代
論
の
積
極
的
意
義
に
つ
い
て
は
舞
出
氏
終
碑
倒
壊
史
概
要
、
九
州
帝
大
法
文
血
宇
都
十
周
年
記
念
論
文
集
中
の
問
中
氏

「
正
常
拳
扱
地
代
論
の
研
究
」
参
照
。

ーー

ス
ミ
ス
は
地
代
と
し
て
現
賓
的
に
地
主
に
支
梯
は
れ
る
「
小
作
に
附
し
た
農
場
よ
り
牧
め
る
所
得
」
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
が
、
チ
ウ
ネ
ン
は
と
の
場
合
に
は
借
地
農
業
者
或
は
地
主
の
投
下
せ
る
土
地
に
合
韓
せ
る
資
本
の
利
子
が
含
ま
れ
て
居
る
と
と
を

指
摘
し
、
ス
ミ
ス
の
地
代
を
ば
「
農
場
地
代
」
と
呼
び
、
自
己
の
「
土
地
々
代
」
に
封
比
し
た
の
で
あ
っ
た
。
併
し
チ
ウ
ネ
ン
に
あ

つ
で
も
現
賓
的
に
か
L
る
地
代
と
利
子
と
の
分
離
の
困
難
を
認
め
、
叉
農
業
経
戯
曲
の
上
か
ら
は
、
或
は
か
L
る
分
離
の
不
必
要
友
と

と
さ
へ
云
っ
て
ゐ
る
。
「
一
農
場
の
建
設
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
は
再
び
回
牧
し
て
他
の
事
業
に
投
ぜ
ら
れ
や
:
:
:
共
土
地
を
耕
す
時

に
の
み
利
子
を
生
や
る
。
」
而
も
「
農
産
物
下
落
の
た
め
に
農
場
地
代
が
下
落
し
て
資
本
利
子
以
下
に
友
る
時
は
、
土
地
身
代
は
消
滅

E

と
ろ
か
マ
イ
ナ
ス
に
さ
へ
怠
る
。
併
し
そ
れ
で
も
農
場
所
有
者
は
土
地
を
績
け
て
耕
す
と
と
を
止
め
な
い
。
蓋
し
然
ら
ざ
れ
ば
彼
の

投
下
資
本
の
牧
入
は
総
て
失
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
。
又
農
場
地
代
は
嬰
り
注
し
に
一
般
利
率
が
騰
貴
し
た
場
合
に
も
、
土
地
k

代

は
投
下
資
本
利
子
の
騰
貴
し
た
Y
け
低
下
す
る
。
だ
か
ら
農
場
地
代
と
土
地
々
代
と
の
聞
に
は
相
反
作
用
が
あ
る
。
そ
し
て
農
業
は

チ
ウ
ネ
シ
地
代
論
の
一
考
察

一一一一一一

1 ) A. Smith， ibid， p.321 
2) A. Smith， ibid， p.324 
::) A. Smith， ibid， p.141 
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二
一
回

土
地
身
代
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
も
な
ほ
稽
績
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
農
場
地
代
を
土
地
元
代
と
資
本
利
子
と
に
ふ
刀
っ
と
と
は
不
可

で
も
あ
り
且
つ
不
安
で
あ
る
如
く
考
へ
ら
れ
る
。
農
場
地
代
(
ス
ミ
ス
の
地
代
〉
が
買
の
レ
ギ
ユ
レ
ー
ダ
ー
で
あ
る
の
だ
か
ら
。
」

併
乍
ら
「
成
程
観
察
を
佃
k

の
場
合
、
短
期
間
に
限
れ
ば
そ
う
ら
し
い
。
け
れ
ど
も
目
を
普
遍
的
な
も
の
に
向
け
、
務
局
の
結
果
を

考
察
す
る
時
に
は
之
と
異
る
。
」
も
し
土
地
身
代
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
場
合
、
「
火
災
」
や
「
時
の
歯
」
が
建
物
を
破
壊
す
る
・
な
ら

「
土
地
は
再
び
荒
蕪
に
ま
か
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
」
従
っ
て
土
地
々
代
と
そ
が
「
土
地
の
永
較
的
耕
作
に
関
し
て
」
「
決
定
的
で
あ

るわぱ
Lー

と
と
の
様
に
チ
ウ
ネ
ン
に
取
っ
て
は
農
業
経
管

l
土
地
の
永
績
的
耕
作
!
の
上
か
ら
結
局
土
地
々
代
の
決
定
的
意
義
を
力
説
す
る
の

で
あ
る
が
、
と
L

に
於
て
は
土
地
所
有
者
が
同
時
に
農
業
経
費
者
た
る
と
と
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
と
と
は
前
の
彼
の
言
葉
か
ら
だ
け

で
も
明
白
で
る
っ
て
、
従
っ
て
ス
ミ
ス
が
借
地
農
業
者
と
土
地
所
有
者
と
の
分
離
を
前
提
と
し
て
農
場
の
生
産
物
中
か
ら
勢
質
、

共
他
の
粧
替
及
び
利
潤
を
差
引
い
た
剰
徐
を
地
代
と
し
て
、
そ
の
師
属
を
土
地
所
有
者
に
求
め
た
場
合
と
で
は
「
土
地
の
永
鎖
的
耕

作
」
に
劃
し
著
し
い
相
違
を
生
や
る
。
も
し
農
場
の
経
費
に
が
、
て
資
本
と
土
地
の
所
有
が
分
離
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
マ
イ
ナ
ス
の
土

地
々
代
を
認
む
る
土
地
所
有
者
は
あ
り
得
友
い
。
と
の
場
合
は
勿
論
「
火
災
」
や
「
時
の
歯
」
の
破
壊
の
力
を
借
り
る
ま
で
も
な
く

そ
れ
以
前
に
粧
替
は
中
止
さ
れ
て
ゐ
・
な
け
れ
ほ
な
ら
な
い
。
又
一
般
利
率
の
騰
貴
し
た
場
合
に
低
下
す
る
地
代
は
そ
の
ま
与
契
約
の

満
期
後
は
土
地
所
有
者
の
地
代
の
減
少
と
な
り
、
企
業
者
自
障
の
損
失
を
意
味
し
な
い
。
一
般
的
に
減
少
せ
る
地
代
が
強
行
せ
ら
れ

る
。
資
本
家
的
危
鵬
首
利
企
業
に
於
て
は
粧
替
の
永
績
は
通
常
な
る
利
潤
D
存
在
に
か
L

る
。
そ
れ
放
に
と
そ
ス
ミ
ス
は
地
代
を
経
傍

上
第
二
義
的
な
立
場
に
置
き
、
生
産
物
慣
絡
の
構
成
に
於
て
勢
賃
や
利
潤
等
と
臭
っ
て
地
代
の
特
別
な
参
加
を
問
題
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。然
る
に
チ
ウ
ネ
ン
に
あ
っ
て
は
前
述
せ
る
知
く
、
農
業
の
粧
替
は
地
主
が
管
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
代
の
み
が
「
純
牧
盆
」
で

-b
り
、
と
の
経
営
を
替
む
た
め
の
資
本
の
提
供
者
l
貸
付
資
本
家
l
が
む
し
ろ
農
業
経
管
に
取
っ
て
第
二
次
的
な
も
の
と
な
る
べ
き

謬 p.13-151 ) Thunen， a. n. O. S. 



は
や
の
も
の
で
あ
る
。
併
し
農
業
も
経
替
と
し
て
替
利
乞
追
求
す
る
限
り
で
は
古
い
封
建
的
な
生
産
方
法
に
よ
っ
て
自
然
経
済
的
に

行
は
れ
る
も
の
で
は
友
く
、
資
本
の
在
在
を
否
定
し
て
生
産
を
行
ひ
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
チ
ウ
ネ
ン
流
に
一
五
へ
ば
利
子
の
成

立
を
第
二
次
的
に
す
る
と
と
も
出
来
な
い
。
一
刷
者
と
も
互
に
等
し
い
地
位
に
沿
か
れ
る
と
と
L

た
る
。

資
本
の
提
供
者

l
貸
付
資
本
家
ー
は
す
で
に
古
く
よ
り
高
利
貸
資
本
と
し
て
輔
自
の
強
い
地
位
を
主
張
し
て
ゐ
た
と
と
は
営
時
の

ド
イ
ツ
が
後
進
閣
で
る
る
が
故
に
特
に
明
瞭
に
強
く
現
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
と

L

K
チ
ウ
ネ
ン
に
取
っ
て
利
潤
で
は
な
く
て
利

子
が
地
代
か
ら
峻
別
せ
ら
る
べ
き
棋
擦
が
る
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
。

ス
ミ
ス
に
於
て
は
経
費
は
利
潤
が
目
的
で
る
っ
た
。
企
業
者
の
超
常
利
潤
を
侵
害
し
友
い
限
り
に
於
て
は
地
代
が
前
の
借
地
経
替

者
の
資
本
の
利
子
を
含
ま
う
と
否
と
は
貫
際
上
問
題
外
で
あ
り
、
叉
土
地
所
有
者
も
借
地
経
替
者
の
資
本
の
土
地
へ
の
合
瞳
は
地
慣

を
騰
貴
せ
し
め
、
所
謂
契
約
小
作
料
を
高
め
る
意
味
に
於
て
む
し
ろ
分
離
の
必
要
を
認
め
・
な
か
っ
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

更
に
チ
ウ
ネ
ン
が
農
業
経
営
に
於
て
、
賓
質
的
に
土
地
所
有
者
が
同
時
に
企
業
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
地
代
の
み
を
「
純
牧
盆
」
と

見
倣
す
と
と
は
、
所
謂
企
業
者
の
利
潤
の
積
極
的
な
意
義
を
見
失
ふ
ご
と
に
友
る
。
企
業
利
潤
に
関
す
る
チ
ウ
ネ
ン
の
理
解
は
損
失

酌
註

に
劃
す
る
保
険
で
も
る
る
様
で
あ
り
、
勢
貸
で
も
あ
る
様
で
も
あ
る
。
先
の
生
産
費
白
樺
自
に
は
併
し
雨
者
に
相
官
す
べ
き
も
の
が

す
べ
て
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
様
で
る
っ
て
、
か
く
し
て
一
方
資
本
利
子
の
明
確
な
る
に
釘
し
他
方
企
業
利
潤
の
概
念
の
不
明
確
さ
は
昔

時
の
農
業
企
業
者
の
地
位
の
不
明
確
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
併
し
少
く
と
も
生
産
費
よ
り
見
れ
ば
農
業
経
替
者
に
取
っ
て
は
地

代
と
共
に
企
業
利
潤
が
奥
へ
ら
れ
る
と
共
に
、
賓
質
的
に
チ
ウ
ネ
ン
の
土
地
身
代
は
地
代
と
企
業
報
酬
の
二
掛
と
に
よ
っ
て
構
成
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ス
ミ
ス
が
地
代
に
資
本
利
子
を
含
め
た
と
と
に
封
し
て
輿
へ
た
「
明
確
さ
と
正
確
さ
が
失
は
れ
る
」
と

の
非
難
は
彼
の
土
地
々
代
の
中
に
企
業
報
酬
を
含
ま
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
へ
っ
て
自
ら
そ
の
非
難
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
い
立

場
に
置
か
れ
る
と
と
L
な
る
様
で
あ
る

(話

ナ
ワ
ネ
ン
は
一
瓦
ふ
「
ス
ミ
ス
並
び
に
多
〈
の
イ
ギ
リ
ス
の
著
者
は
投
下
資
本
の
剥
子
と
企
業
剥
潤
と
を
「
利
潤
」
な
る
名
絡
の
下
に
一
絡
に

チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
一
考
祭

二
一
五

1 ) Thunen， a. a. O. S. 479 誇 p.402
2 ) Thuneu， a a. O. S. 482一日謬 p.405-6 
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一
六

し
た
。
か
く
異
っ
た
滅
か
ら
生
じ
た
要
素
を
混
合
し
て
は
努
賃
と
利
率
と
の
問
の
闘
係
を
認
識
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
」
と
。

澗
は
ナ
ウ
ネ
ン
に
よ
れ
ば
鋒
貨
で
あ
り
、
保
険
で
あ
る
。
前
者
は
企
業
報
酬
、
後
者
は
企
業
利
得
と
云
は
れ
る

J

ス
ミ
ス
は
ζ

れ
を
輪
島
見
せ
る
如
〈
「
世
上
資
本
の
利
澗
は
一
一
穂
特
別
の
労
働
:
:
:
に
過
ぎ
ぬ
と
忠
船
出
す
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
併
し

利
澗
は
労
賃
と
全
然
呉
習
会
然
異
な
れ
る
糠
則
に
律
せ
ら
れ
、
:
:
:
却
ち
利
澗
は
全
く
使
用
せ
る
資
本
の
償
値
に
依
り
て
符
せ
ら
れ
、
其
多
少
は

一
に
資
本
の
大
少
に
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

(
企
業
利

前
述
の
如
く
チ
ゥ
、
ネ
ン
に
あ
っ
て
は
土
地
の
私
有
に
築
く
一
般
に
生
守
る
地
代
を
否
定
し
た
り
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
チ
ウ
ネ
ン
の

意
味
す
る
地
代
と
は
何
で
あ
る
か
。
チ
ウ
ネ
ン
は
一
一
品
ふ
「
一
農
場
の
地
代
は
そ
む
位
置
或
は
土
壌
の
黙
に
於
て
最
悪
の
農
場
ハ
需
要

を
充
た
す
た
め
に
猫
生
康
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
と
る
の
最
悪
の
農
場
〉
に
封
し
て
そ
れ
が
有
す
る
優
越
か
ら
生
守
る
」
と
。
と

の
考
へ
は
リ
カ
ア
ド
オ
が
「
す
べ
て
の
土
地
が
同
一
の
性
質
を
有
し
て
ゐ
る
た
ら
ば
、
す
な
は
ち
分
量
に
於
て
無
限
で
あ
り
、
而
し

て
地
質
に
於
て
一
様
で
あ
る
-
な
ら
ば
、
そ
れ
が
特
殊
の
位
置
の
憤
値
を
も
っ
場
合
の
外
は
、
そ
の
使
用
に
劃
し
て
何
等
の
使
用
料
を

も
要
求
す
る
と
と
は
同
来
た
い
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
地
代
が
常
に
土
地
の
使
用
に
封
し
て
支
梯
は
れ
た
の
は
、
と
り
も
な
隠
さ
や
、

土
地
が
分
量
に
於
て
無
限
で
な
く
、
且
地
質
に
於
て
一
様
で
な
い
が
放
で
あ
り
.
叉
人
口
の
増
加
と
共
に
劣
質
の
土
地
、
或
は
よ
り

便
益
の
少
い
位
置
に
る
る
土
地
が
耕
作
さ
る
L

K

至
る
が
故
で
あ
る
に
す
ぎ
加
。
」
と
云
ふ
の
と
同
様
で
あ
る
。
併
し
と
L

に
於
て

は
土
地
所
有
の
躍
史
的
た
本
来
的
作
用
が
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
ロ
カ
ア
ド
オ
が
植
民
地
の
無
償
で
得
ら
る
L
土
地
の
存

在
を
仮
定
し
て
ゐ
る
が
如
く
に
、
チ
ウ
ネ
ン
に
あ
っ
て
は
、
土
地
所
有
者
と
企
業
家
と
の
結
合
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
と
と
は
明
白
で

あ
る
。地
代
を
か
く
の
如
く
差
額
地
代
に
限
定
し
て
、

さ
て
か
L
る
差
額
の
生
や
る
前
提
は
チ
ウ
ネ
ン
に
あ
っ
て
は
第
一
に
各
農
場
の
市

1) Thunen， a. a. O. S. 480 
2) A. Smith， ibid p. 43 
わ Thunen，a. a. O. S. 230 謬 p.221
4) David Ricardo. Prinicples of Political Economy and l'axation. Ed. hy Rhys p. 35 

謬 p.403 



場
へ
の
距
離
の
差
従
っ
て
主
と
し
て
運
設
費
の
差
の
あ
る
と
と
、
第
二
に
土
地
生
産
物
の
債
格
は
市
場
に
於
て
唯
一
つ
で
あ
る
と
と
。

更
に
第
三
に
土
地
生
産
物
の
債
格
は
設
悪
の
農
場
、
距
離
に
於
て
は
市
場
よ
り
最
も
遠
い
農
場
の
生
産
物
の
債
格
に
よ
っ
て
定
ま
る

と
一
五
ふ
と
と
で
あ
る
。
以
上
の
諸
黙
に
蹄
し
て
は
カ
ア
ド
オ
の
前
提
と
根
本
に
於
て
類
似
せ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
一
一
の
前
堤
に

劃
し
て
チ
ウ
ネ
ン
は
云
ふ
「
穀
物
の
債
格
は
市
場
へ
の
穀
物
の
生
産
及
び
輪
選
が
最
も
多
く
の
費
用
を
要
し
、
而
も
穀
物
需
.
妥
を
充

た
す
矯
め
に
は
、
そ
の
栽
培
が
猫
ほ
必
要
で
あ
る
が
如
き
、
農
場
の
地
代
が
零
以
下
に
降
ら
な
い
程
。
高
さ
で
な
け
れ
ば
・
な
ら
な
い
」

と
。
か
く
し
て
土
地
の
所
有
の
行
は
れ
て
ゐ
る
所
に
於
て
は
リ
カ
ア
ド
オ
の
如
く
幾
つ
か
の
利
潤
率
の
存
夜
を
許
さ
ぬ
と
す
れ
ば
と

の
差
額
部
分
は
地
代
と
し
て
土
地
所
有
者
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。

最
悪
の
僚
件
の
生
産
物
の
生
産
費
が
す
べ
て
の
慣
格
生
決
定
す
る
た
必
の
チ
ウ
ネ
ン
の
保
件
は
併
し
充
分
で
は
な
い
。
先
づ
需
要

は
一
定
の
債
格
を
前
提
と
し
て
居
り
、
債
格
。
費
化
に
つ
れ
て
需
要
も
蜜
化
ず
る
。
チ
ウ
ネ
ン
の
場
合
に
於
て
は
、
か
L
る
前
提
せ
ら

れ
た
債
格
に
於
て
需
要
と
供
給
と
一
致
し
う
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
併
し
か
L

る
僚
件
は
偶
然
的
で
あ
る
。
唯
農
業
に
於
て
は
工

業
に
於
け
る
と
臭
っ
て
土
地
の
制
限
の
故
に
、
資
本
従
っ
て
技
術
の
優
越
に
よ
る
の
と
は
別
に
土
地
の
盟
度
及
び
位
置
の
差
に
よ
る

優
劣
は
興
え
ら
れ
た
る
隠
史
的
前
提
に
於
て
は
克
服
出
来
な
い
と
と
ろ
の
も
り
で
あ
る
。
更
に
あ
る
聾
度
並
び
に
位
置
の
土
地
が
現

在
の
僚
件
で
は
す
べ
て
D
需
要
を
満
足
せ
し
む
る
と
と
は
出
来
な
い
。
と
も
か
く
長
悪
の
僚
件
の
も
の
が
市
場
慣
格
を
決
定
す
る
と

し
て
、
地
代
を
差
額
地
代
の
み
に
限
定
す
れ
ば
、
と
れ
は
市
場
慣
格
と
個
別
的
友
憤
格
l
生
産
費
!
と
の
差
額
の
問
題
と
た
る
。
リ

カ
ア
ド
オ
は
自
然
慣
格
l
生
産
費
i
を
述
べ
る
に
賞
っ
て
ス
ミ
ス
と
反
封
に
商
品
の
債
値
が
そ
の
生
産
に
必
要
な
る
間
労
働
の
分
量
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
と
を
主
張
し
、
ス
ミ
ス
が
努
質
、
利
潤
、
地
代
が
商
品
債
値
の
構
成
要
素
で
あ
る
と
云
ふ
考
へ
に
反
釣
し
、

と
れ
等
各
々
の
建
勤
は
一
般
に
慣
値
費
動
の
原
因
で
な
い
と
と
、
特
に
地
代
は
生
産
物
債
格
の
結
果
で
あ
る
と
と
を
明
か
に
せ
ん
と

し
た
。
即
ち
穿
働
債
値
設
の
理
論
の
貫
徹
が
彼
の
主
眼
で
あ
っ
た
。
然
る
に
チ
ウ
ネ
ン
に
あ
っ
て
は
、
生
産
物
債
格
を
決
定
す
る
生

産
費
と
は
要
す
る
に
ス
ミ
ス
の
債
格
構
成
の
理
論
の
櫨
承
で
あ
る
。
勿
論
チ
ウ
ネ
ン
は
ス
ミ
ス
の
慣
格
構
成
論
の
矛
盾
左
非
難
し
た

チ
ウ
ネ
ン
地
代
識
の
一
考
察

二
一
七

言撃 p.218 1 ) Thunen， a. a. O. S. 226 
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が
、
白
彼
の
非
難
は
リ
カ
ア
ド
オ
と
呉
づ
て
向
撚
債
格
の
構
成
要
素
を
競
争
か
ら
樹
立
せ
し
む
る
方
法
の
う
ち
に
見
た
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
競
争
を
排
除
し
た
場
合
の
自
然
債
絡
の
棒
成
要
素
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
る
L
か
刊
誌
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
蹟
〉
「
農
業
生
産
物
の
販
貿
領
特
か
ら
労
賞
受
本
利
子
そ
の
他
之
を
生
産
す
る
に
用
ひ
た
費
用
を
引
い
た
残
り

l
こ
れ
が
ス
ミ
ス
の
地
代
で
あ
る
。
」

そ
れ
で
は
『
穀
物
の
自
然
債
務
は
?
』
:
:
:
穀
物
生
産
費
中
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
普
通
の
分
量
の
努
賞
、
資
本
刺
符
及
地
代
が
充
分
に
支
梯
は
れ

る
が
如
き
償
給
で
あ
る
と
。

然
ら
ぼ
更
に
『
自
然
的
地
代
と
は
何
ぞ
や
?
』
と
問
へ
ば
生
産
物
却
ち
穀
物
の
淑
寅
債
格
か
ら
努
賃
、
小
作
者
の
前
掛
金
及
び
安
本
利
得
を
引

い
て
残
る
も
の
が
地
代
で
あ
る
と
答
へ
る
。

し
て
見
れ
ば
穀
物
の
自
然
債
絡
を
決
定
す
る
際
に
は
地
代
を
既
知
の
大
き
さ
と
看
倣
し
、
地
代
を
決
定
す
る
場
合
に
は
穀
物
の
自
然
債
格
を
既

知
と
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
循
環
論
法
で
あ
る
。

帰
争
を
自
然
債
務
決
定
の
基
礎
か
ら
消
去
す
る
ζ

と
に
闘
す
る
こ
の
循
環
論
法
と
、
諜

P
と
は
不
幸
に
し
て
金
懇
話
の
茶
礎
に
鰯
れ
る
も
の
で

あ
る
。
」

四

さ
て
チ
ウ
ネ
ン
の
生
産
費
の
内
容
を
見
る
に
、
前
述
の
生
産
費
自
の
意
味
す
る
も
の
は
投
下
資
本
の
全
部
或
は
一
部
、
資
本
利
子

及
び
労
賃
に
ま
と
め
る
と
と
が
出
来
る
様
で
あ
っ
て
、
「
孤
立
闘
」
第
二
部
、
「
自
然
勢
賃
及
び
そ
れ
が
利
率
、
地
代
に
釘
す
る
関

係
」
は
生
産
費
決
定
の
解
答
を
含
ん
で
ゐ
る
。
チ
ウ
ネ
ン
に
従
へ
ば
「
農
場
の
組
牧
袋
か
ら
、
建
物
及
び
イ
ン
ベ
ン
ダ
ー
ル
を
同
一

服
態
及
び
同
一
債
値
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
、
播
種
及
び
家
畜
飼
料
に
要
す
る
も
の
、
並
び
に
管
理
費
及
び
企
業
者
の
企

業
利
潤
を
引
去
り
、
そ
し
て
す
べ
て
粧
替
の
維
持
に
必
要
に
し
て
小
作
の
場
合
農
場
所
有
者
の
儲
に
も
な
ら
や
勢
働
者
の
儲
に
も
た

ら
た
い
も
の
を
悉
く
除
去
す
る
と
き
、
生
や
る
蕗
の
農
場
主
と
附
労
働
者
と
の
間
に
分
配
さ
る
べ
き
飴
剰
を
労
働
生
産
物
と
呼
出
」
、
と

の
努
働
生
産
物
の
分
配
の
根
擦
を
求
め
ゃ
う
と
し
た
。
と
の
場
合
「
勢
働
生
産
物
中
に
は
企
業
利
得
は
最
平
合
ま
れ
て
ゐ
な
い
、
巴

に
取
除
い
て
あ
る
」
か
ら
、
従
っ
て
と
L
で
は
「
附
労
働
者
、
資
本
家
及
び
土
地
所
有
者
の
み
が
翻
察
さ
れ
る
」
む
。

謬 p.381-2
謬 p.398
謬 p.406-7 

1 ) Thunen a. a. O. S. 458 
2) Thunen a. a. O. S. 475 
3 ) Thunen a. a. O. S.483 



と
λ

で
注
意
さ
る
べ
き
と
と
は
先
づ
第
一
に
農
場
に
賢
ら
さ
れ
る
「
組
牧
釜
」
は
勿
論
間
労
働
者
の
附
労
働
の
結
果
で
あ
ら
う
が
、
唯

寧
に
勢
働
の
み
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
れ
う
る
も
の
で
は
・
な
く
て
、
建
物
、
ィ
ン
ベ
ン
ダ
ー
ル
等
は
も
と
よ
り
、
る
ら
ゆ
る
生
産
上
の
用

兵
ま
で
も
生
産
に
協
力
す
る
限
り
に
於
て
、
そ
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
と
の
見
解
は
ス
ミ
ス
が
工
業
に
釘
す
る
農
業

の
生
産
性
に
於
て
見
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
併
し
チ
ウ
ネ
ン
は
特
に
資
本
の
利
子
費
生
を
資
本

l
チ
ユ
ウ
ネ
ン
は
後
に
述
べ
る
が
如

く
資
本
を
生
産
要
具
と
み
て
ゐ
る

l
の
「
生
産
力
」
に
求
め
る
賠
で
一
貫
し
て
ゐ
る
。
こ
の
た
め
に
は
唯
生
産
物
を
使
用
慣
値
に
於

て
の
み
見
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
併
し
+
引
に
そ
れ
で
は
建
物
、
イ
ン
ベ
ン
ダ
ー
ル
等
は
資
本
で
は
な
い
と
と
に
友
る
か
。
も
し
費

本
だ
と
す
れ
ば
、
資
本
家
や
附
労
働
者
や
土
地
所
有
者
の
分
配
を
観
察
す
る
た
め
の
附
労
働
生
産
物
を
求
め
る
た
め
に
「
粗
牧
益
」
か
ら

除
去
す
理
由
は
存
在
し
な
い
と
と
に
た
る
。
そ
れ
で
は
資
本
で
な
い
と
す
れ
ば
、
と
れ
は
何
で
る
る
か
。
彼
は
と
L
に
固
定
資
本
流

動
資
本
の
区
別
を
行
ふ
べ
き
で
あ
っ
た
。

と
の
と
と
を
と
れ
以
上
と
L

で
聞
は
ね
と
し
て
前
述
の
如
く
「
粗
牧
益
」
か
ら
と
れ
等
を
差
引
き
更
に
企
業
利
得
を
差
し
引
く
の

で
る
る
。
何
故
企
業
利
得
は
蹴
労
働
者
、
資
本
家
土
地
所
有
者
の
み
の
翻
察
に
際
し
て
除
外
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
す
で
に
彼

の
土
地
地
代
に
於
て
そ
の
不
明
確
な
黙
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
L

に
於
て
彼
は
利
潤
を
理
論
的
に
も
放
棄
し
て
ゐ
る
と
と
は

門
誌
二

明
白
で
あ
る
。

吾
々
は
チ
ウ
ネ
ン
に
従
っ
て
更
に
地
代
を
除
外
し
得
べ
き
場
合
を
考
へ
や
う
。
地
代
な
き
土
地
の
存
在
を
想
定
す
る
と
と
は
リ
カ

ア
ド
オ
の
思
想
と
同
様
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
費
本
家
と
持
働
者
と
が
如
何
友
る
関
係
に
於
て
「
労
働
の
生
産
物
」
の
分
配
に
参
加

す
る
か
を
決
定
す
る
に
最
も
好
都
合
な
肢
態
で
る
る
。
「
と
れ
は
孤
立
閤
白
耕
さ
れ
た
平
野
の
限
界
に
於
け
る
場
合
」
で
る
っ
て
、

「
三
圃
農
業
圏
の
外
側
で
は
耕
さ
れ
た
平
野
と
同
一
生
産
力
の
土
地
が
無
償
で
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
か
ら
、
従
っ
て
「
三
国
農
業

闘
か
ら
外
側
の
土
地
の
地
代
を
零
に
等
し
と
置
き
」
得
る
か
ら
で
あ
ゐ
。

さ
て
「
勢
働
生
産
物
」
の
分
配
を
考
察
す
る
際
に
先
づ
第
一
に
資
本
と
は
何
で
あ
る
か
ど
問
題
と
な
る
。
資
本
は
如
何
に
し
て
生

チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
一
考
察

二
一
九

1)近藤康男氏 ナウネン孤立闘の研究 p.186--7
2) Thunen， a. a. O. S. 533 謬 p.455-6
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日
く
資
本
は
熱
抽
切
に
於
て
成
立
す
る
と
。
即
ち
「
資
本
の
源
と
、
資
本
た
き
人
が
単
に
労
働
の
み
に
よ
っ
て
生
命
を
維
持

し
若
干
の
資
本
を
作
り
得
る
如
き
枇
合
同
駅
態
と
を
瞭
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
た
ら
ば
、
五
口
々
は
理
念
的
に
熱
帯
へ
赴
か
ね
ば
・
な
ら
な

加
」
と
。
併
し
と
の
事
情
は
「
理
念
的
」
た
る
に
限
ら
れ
、
従
っ
て
熱
帯
に
於
け
る
人
民
も
蒙
昧
で
は
な
ら
な
い
。
更
に
資
本
形
成

(
往
ニ
〉

の
保
件
と
し
て
工
業
Mm
金
属
、
分
努
を
な
す
に
足
る
人
口
、
無
限
の
土
地
を
仮
定
す
る
。
か
h
A

る
「
理
念
」
の
閣
に
於
て
何
等
資
本

を
有
せ
ざ
る
一
昨
労
働
者
が
生
活
必
需
量

a
を
越
え
る
飴
剰

y
を
即
ち
F
E
T
同
を
生
産
す
る
と
と
が
出
来
る
と
一
匹
ふ
の
で
あ
る
。
チ
ウ

ネ
ン
の
仮
定
に
従
っ
て

a
は
一

o
o
c
、

y
は
一

O
c
と
せ
ば
十
年
後
に
は
生
活
必
需
品
の
生
徒
一
に
従
事
せ
や
に
専
ら
資
本
ハ
道
具
)

の
製
作
に
専
心
す
る
と
と
が
出
来
る
謹
で
あ
る
。
次
D
年
に
資
本
佐
用
H
M

を
一
五

O
c
を
生
産
し
う
る
と
す
れ
ば
五

O
c
を
残
し
う

る
が
故
に
、
も
し
他
人
に
貸
興
せ
る
場
合
に
は
同

O
c
の
利
子
を
求
め
う
る
と
云
ふ
の
で
る
る
。

じ
た
か
。

然
る
に
「
或
る
企
業
叉
は
偉
業
の
中
に
於
て
、
新
ら
し
く
投
下
せ
ら
れ
附
け
加
は
っ
た
各
資
本
は
、
以
前
に
投
下
し
た
も
の
よ
り

砂
い
賃
料
を
生
や
お
」
而
も
「
資
本
が
会
臆
と
し
て
貸
付
の
場
合
に
貰
現
す
る
と
と
ろ
の
賃
料
は
最
後
に
投
じ
た
資
本
部
分
の
効
用

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
丸
」
と
。

チ
ウ
ネ
ン
の
以
上
の
言
葉
の
中
に
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
は
先
づ
資
本
、
正
確
に
は
道
具
の
使
用
に
よ
っ
て
生
産
物
量
l
使
用
慣
値

ー
が
増
加
す
る
と
と
、
即
ち
増
大
せ
る
生
産
物
量
は
道
具
の
使
用
に
よ
る
附
労
働
の
生
産
力
の
増
大
で
あ
る
と
云
ふ
と
と
で

b
る
。
決

に
と
の
使
用
慣
値
の
増
大
は
そ
の
ま
L

利
子
を
意
味
す
る
と
と
で
あ
る
が
、
と
れ
に
は
附
労
働
者
の
報
酬
が
使
用
慣
値
と
し
て
一
定
で

る
る
と
一
五
ふ
前
提
が
必
要
で
る
る
。
と
れ
は
明
か
に
重
農
些
慌
が
「
自
然
の
贈
物
」
と
し
て
使
用
慣
値
形
態
の
儀
剰
を
見
た
如
く
に

「
資
本
」
の
贈
物
と
し
て
飴
剰
を
見
た
の
で
あ
る
。
重
農
事
慌
の
批
判
に
立
つ
ス
ミ
ス
は
、
と
の
飴
剰
の
問
題
を
使
用
慣
値
か
ら
憤

値
へ
殻
展
せ
し
む
る
と
と
に
よ
っ
て
枇
合
的
闘
係
と
し
て
解
決
し
ゃ
う
と
し
た
。
ス
ミ
ス
は
利
潤
!
利
子
及
び
企
業
利
得

1
0護
掘

を
ば
明
瞭
に
次
の
如
く
物
語
っ
て
ゐ
る
。

「
完
成
さ
れ
た
商
品
を
、
貨
幣
、
努
力
、
若
く
は
他
の
貨
物
と
交
換
す
る
に
首
っ
て
、
と
の
胃
険
に
資
本
を
投
ぜ
る
該
事
業
の
企
業

欝 p.407
翠 p.416
誇 p.419-2

1 ) Thunen， a. a. O. S. 486 
2) Thunen， 3.. 3.. O. S.494 
3 ) Thunen， a. 3.. O.符.498



家
の
利
潤
と
し
て
、
そ
の
原
料
の
代
憤
並
に
蹴
労
働
者
の
賃
銀
を
償
ふ
に
足
る
も
の
以
上
の
或
る
も
の
を
そ
の
代
慎
の
・
中
に
包
含
せ
し

め
ざ
る
を
得
な
い
。
故
に
、
附
労
働
者
が
そ
の
原
料
に
附
加
す
る
債
値
は
と
の
場
合
に
於
て
二
個
の
部
分
に
分
た
れ
る
。
そ
の
一
部
は

賃
銀
を
償
ひ
、
他
の
一
部
は
雇
主
の
前
扮
し
た
原
料
と
賃
銀
と
の
会
資
本
に
劃
す
る
利
潤
と
な
か
」
。
と
の
と
と
は
ス
ミ
ス
に
於
て
は

明
か
に
勢
働
に
よ
る
慣
値
の
決
定
か
ら
殻
展
し
た
理
論
的
結
果
で
る
っ
て
重
農
由
宇
誠
か
ら
の
進
展
で
る
っ
た
。
併
し
ス
ミ
ス
も
資
本

家
的
生
産
に
ま
で
彼
白
勢
働
慣
値
設
を
一
貫
せ
し
め
る
と
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
と
の
す
ぐ
後
に
と
の
利
潤
を
「
雇
主
が
原
料
及
び

努
働
賃
銀
に
釣
し
て
前
貸
し
た
会
資
本
」

κ闘
係
せ
し
め
て
ゐ
る
。

チ
ウ
ネ
ン
の
利
子
、
第
貨
は
以
上
の
如
く
使
用
慣
値
の
形
態
で
求
め
ら
れ
、
と
れ
に
よ
っ
て
競
争
に
依
存
す
る
ス
ミ
ス
の
構
成
債

格
の
内
容
の
循
環
論
を
リ
カ
ア
ド
オ
と
は
反
封
に
克
服
し
ゃ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
併
し
現
買
に
使
用
債
値
の
形
で
興
え
ら
れ
る

構
成
債
格
の
内
容
の
和
は
如
何
に
し
て
債
格
と
な
り
得
る
か
。
ス
ミ
ス
の
債
格
構
成
論
の
矛
盾
に
封
す
る
彼
の
解
決
は
結
局
は
債
格

論
の
放
棄
と
た
ら
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
彼
は
債
格
|
慣
値
l
の
本
質
を
枇
合
的
に
求
め
や
そ
の
使
用
慣
値
の
現
象
形
態
に
求
め
て

円一註一ニ
V

債
格
を
見
失
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
程
一
〉
チ
ウ
ネ
ン
の
企
業
利
潤
と
は
企
業
の
危
険
負
強
に
謝
す
る
保
護
と
し
て
の

d
E
R
g
-
w
g
s
m
o司
宮
ロ
と
企
業
計
貨
の
工
夫
に
針
す
る
報
酬

と
し
て
の
阿
国
仏
国

mE申
Z
H
o
r
s口
町
の
綜
合
で
あ
り
、
前
者
は
「
市
場
時
間
勤
」
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
損
径
の
負
強
、
後
者
は
企
業
者
の
人
絡
的
「
能

カ
」
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

市
場
費
動
を
抽
象
し
て
努
働
生
産
物
の
成
立
を
求
む
る
理
論
の
段
階
で
は
前
者
は
消
滅
す
る
。
後
者
は
努
貸
の
一
一
穏
と
見
れ
ば
蛍
然
時
労
働
生
産

物
中
に
合
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
努
働
生
産
物
中
よ
り
除
外
す
る
と
す
れ
ば
、
同
口
会
】
国
百
四
ovo-crロ
ロ
百
四
成
立
の
基
礎
は
失
は
れ
る
。

(
程
=
〉
ナ
ウ
ネ
ン
が
「
正
し
い
問
題
の
提
出
に
も
拘
ら
ず
」
マ
ル
ク
ス
を
し
て
「
@
宮
内

g
r
r宮
島
町
田
口
『
」
と
一
誌
は
し
め
た
の
は
現
代
に
於
て
も
盛

史
的
に
お
〈
れ
て
ゐ
る
熱
帯
に
委
本
の
成
立
の
「
理
念
」
を
求
め
た
ζ

と
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
翠
な
る
「
理
念
」
に
止
る
か
ら
で
あ
る
。

〈
程
-
Z
〉
出
・
出
向
島
F
M同
-uusa-
は
ナ
ウ
ネ
ン
に
債
絡
を
認
め
に
。
ぃ
。
近
藤
康
男
氏
も
債
格
を
奥
へ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
ゐ

h
。
山
間
氏
は
か

L

る
批
評
に
賛
成
し
て
ゐ
な
い
が
、
使
用
債
償
は
如
何
に
し
て
債
絡
と
な
る
か
、
チ
ウ
ネ
ン
に
は
求
め
ら
れ
そ
う
も
な
い
。
チ
ウ
ネ
ン
は
ス
ミ
ス
の

チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
一
考
察

一一一一一

1 ) A. Smith， ibid. p. 42 
2) Thunen， a. 3. Q. S. 478-82 誇 p.401-6
山岡氏ナーネン分間論 p.98
3)山岡氏 p・203
4)近藤氏 p.
5)山田氏 p.203



チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
一
考
祭

一一一一一一

投
下
地
方
働
の
意
義
を
「
捗
働
の
生
産
物
」
と
し
て
金
生
産
物
の
質
的
同
一
性
の
基
礎
と
見
る
け
れ
ど
も
、
リ
カ
ア
ド
オ
と
反
裁
に
と
れ
の
債
依
従

っ
て
債
務
へ
の
滋
展
を
認
め
ず
、
構
成
債
務
の
み
を
重
親
し
た
。
従
っ
て
そ
れ
を
ほ
使
用
債
依
に
於
て
求
め
る
よ
り
外
は
な
い
。
債
絡
と
使
用
償

値
と
の
闘
係
に
劉
し
チ
ウ
ネ
ン
は
次
の
如
く
一
お
っ
て
ゐ
る
。
「
生
産
者
が
商
品
の
卒
均
債
務
を
決
定
す
る
と
一
式
ふ
命
題
は
併
乍
ら
一
ヲ
の
制
限
、

即
ち
商
品
の
使
用
組
問
値
又
は
有
用
性
が
生
産
の
費
用
に
少
く
と
も
等
し
い
ー
と
考
へ
ら
れ
る
制
限
の
内
に
於
て
の
み
骨
院
で
あ
る
」
と
。

宜

生
産
物
債
格
の
問
題
を
除
い
て
さ
て
使
用
債
値
の
形
態
に
於
け
る
利
子
と
、
努
賃
と
は
そ
れ
ど
れ
最
絡
に
於
け
る
投
下
資
本
に
よ

る
増
加
分
、
及
び
「
最
絡
の
勢
働
者
の
生
産
増
加
」
分
と
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
農
業
に
於
て
も
資
本
及
び
附
労
働
の
増
加

が
、
必
や
'
牧
穫
の
遁
減
を
伴
ふ
か
否
か
は
技
術
法
則
と
し
て
も
問
題
で
あ
る
が
、
と
の
前
提
に
従
っ
て
需
給
の
一
致
せ
る
静
態
に
於

て
は
設
絡
の
投
下
資
本
に
よ
っ
て
利
子
が
決
定
せ
ら
れ
、
か
く
し
て
附
労
働
の
生
産
物
と
利
子
と
の
差
が
勢
賃
と
な
る
。
然
る
に
又
労

賃
も
同
様
最
絡
の
帥
労
働
に
よ
ハ
J

て
定
ま
り
、
附
労
働
の
生
産
物
と
の
差
が
利
子
と
な
る
。
従
っ
て
一
定
の
時
に
於
て
存
在
す
べ
き
資
本

と
労
働
と
の
一
定
の
量
的
嗣
係
が
典
へ
ら
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
の
み
前
D
二
つ
の
僚
件
が
成
立
し
う
る
諜
で
る
る
が
、
チ
ウ
ネ
ン
は

質
的
に
相
等
し
く
相
互
に
移
動
し
う
る
閥
係
に
於
て
資
本
と
労
働
と
の
量
的
な
相
互
規
定
を
奥
へ
ん
と
し
た
。
そ
れ
故
先
づ
第
一
に

と
の
雨
者
の
閥
連
b
L
求
め
-
な
け
れ
ば
怒
ら
な
い
の
で
る
る
が
、
孤
立
闘
に
於
て
は
「
総
て
の
生
産
物
は
資
本
と
勢
働
と
の
共
同
的
産

物
」
で

b
り
、
市
も
資
本
は
又
労
働
の
生
産
物
で
あ
り
、
蹴
労
働
に
還
元
出
来
る
も
の
な
の
で
る
る
。
従
っ
て
チ
ウ
ネ
ン
に
よ
れ
ば

と
の
等
し
く
労
働
で
る
る
雨
者
の
報
酬
が
、
よ
り
正
確
に
云
へ
ば
過
去
の
階
労
働
と
現
在
の
生
き
た
労
働
と
の
報
酬
が
そ
れ
ピ
れ
利
子

で
b
り
持
賃
で
あ
る
。
と
の
場
合
チ
ウ
ネ
ン
は
利
潤
従
っ
て
利
子
を
リ
カ
ア
ド
オ
の
如
く
不
掛
勢
働
部
分
に
求
め
な
か
っ
た
こ
と
は

す
で
に
述
べ
た
所
で
る
る
が
、
と
の
た
め
に
過
去
の
努
働
と
生
き
た
勢
働
と
の
区
別
は
と
L

に
於
て
は
明
瞭
で
は
な
く
、
利
子
と
一
再

ひ
労
賃
と
云
ふ
も
そ
の
差
異
は
師
岡
崎
す
べ
き
封
象
の
形
態
上
の
差
異
の
み
と
な
り
、
雨
者
の
う
ち
あ
る
も
の
が
大
と
な
れ
ば
、
他
の

も
の
が
少
と
な
る
と
云
ふ
流
動
的
関
係
に
置
か
れ
て
ゐ
る
と
と
に
な
る
。
か
く
し
て
努
賃
を
官
+
ち
、

資
本
の
量
を

q
、

q
は
や

1) Thunen， a. a. O. S. 529-30 諜 p.452
2 ) Thuneu， a. a. 0・S.572 誇 p.497
日)Thunen， a. a. O. S. 516 謬 p.439



利
率
Z
は
同
H
P
H同
〕
円
、
責
本
は
努
賃

同
}
(
白
何
世
十
句
〉

幾
何
の
徐
剰
部
分
が
ま
に
含
ま
れ
る
か

t
J
P一三

は
り
労
働
の
生
産
物
で
あ
る
か
ら
蹴
労
働
で
資
本
の
大
き
さ
を
示
せ
ば
失
岱
+
ち
で
あ
る
。

白
う
ち
の
飴
剰
部
分

y
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で

b
る
か
ら
、

れ
る
。努
働
者
が
資
本
製
作
に
従
事
し
て
そ
の
資
本
の
牧
益
部
即
ち
利
子
を
う
る
か
、
自
ら
勢
働
し
勢
賃
を
得
て
そ
の

y
を
貸
付
け
利
子

を
求
む
る
か
は
、
そ
の
努
働
者
の
自
由
意
思
で
あ
る
。

A
桑
本
製
作
の
た
め
に
必
要
た
る

y
の
量
は
除
や
同
い
で
あ
り
、
利
子
は

、
匂
|
(
伊
十
山
、
)

H
V
l
官
+
ご
で
あ
る
か
ら
、
資
本
製
作
に
要
す
る

O

Y量
の
牧
盆
は
、
チ
ウ
ネ
ン
の
「
資
本
製
作
賊
労
働
者
の
牧
益
」
は
引
制
刊
吋
叫
!
日

U
可

bげ
同
は
脳
内
で
輿
へ
ら
れ
る
。

。
ハ
伊
牛
込
)

と
の
函
教
の
最
大
友
る
場
合
に
於
け
る

y
の
直
を
求
め
る
た
め
に

i
p什
慣
同
同
ロ
コ
。
H
と
し

f

(

G

2

+

U

1

)

』

心
へ
比
巴
防
比
い
同
町
快
同
ハ
同
込
山
ド
H
。
必
ず
+
可
)
回
目
。

4
f
E

一~、

必
(
阿
世
田
十

u
U
(唱
l
i
p
-
ω
河一〉

1
4
(苫可ー
i
p
u『

1
1〉
H
O

百
+
凶
白
山
、
十
同
戸
時
H
m
v匂
白

+
U
1
H
マ¥2v

即
ち
資
本
製
作
者
の
牧
益
は
持
賃
官
十
三
が
日
¥
利
引
の
と
き
最
大
で
あ
る
。
チ
ウ
ネ
ン
は
「
需
要
供
給
の
闘
係
よ
り
生
ぜ
や
、

勢
働
者
の
需
要
に
よ
り
測
定
せ
ら
れ
や
、
勢
働
者
の
自
由
な
る
自
己
決
定
か
ら
現
は
れ
来
た
と
白
日
労
賃
て
判
引
を
ば
自
然
勢
賃
と
呼

ぶ
」
の
で
あ
る
。

(伊+】可)同日出向
V

マl(
M
H
十

『

)

G
(晶
子
可
〉

ハ
H
+
3
5
(
伊
+
山
、
)
日
匂

更
に

N
H

G
N
(阿世田
+
u
¥
)
H
H
V
・1
・(
m
H
+可
〉

】

V

4

l

ガ

D

-

;

l

i

p

 

-
+
必
闘
に
同
+
心
N

i

今

y
を
貸
付
け
そ
の
利
子
を
求
む
れ
ま
官
H
l同
門
l
l
E
で
b
る。

t

]

[

+

A

N

 

m
p

十
河

H

チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
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チ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
一
考
察

と
れ
は
「
持
賃
徐
剰
の
利
引
」
と
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
で
、
と
の
函
教
の
最
大
た
る
場
合
の

z
の
値
は

弘
】
】
N
I
M
-
D

ミ

1
4
¥
品
l
お

:

lー
;

i

l

i
(
H
+
官

i

J

1

1

4

ニ
ニ
問

と
の

z
を
伊
+
句

H
4村
ー
に
代
入
す
れ
ば

」
F

斗
1
2
N

利
子
を
受
け
る
の
は
努
賃
が
て
唱
の
場
合
で
あ
る
。
従
っ
て
「
資
本
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
附
労
働
と
労
賃
の
錫
め
に
働
く
勢
働
と
と
の

こ
者
は
(
同
質
で
あ
る
と
云
ふ
前
提
の
下
に
)
等
し
き
牧
益
を
得
ペ
き
で
あ
る
よ

m
v
f
T
u
I
t
¥

弓
と
怒
る
。
即
ち
附
労
働
者
が
剰
す
と
と
る
の

y
に
劃
し
て
、
最
高
の

前
述
の
自
然
労
賃
数
式
に
劃
し
て
多
く
の
批
評
が
輿
へ
ら
れ
た
と
と
は
営
然
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に
チ
ウ
ネ
ン
の
前
提
に
従
っ
て

y
及
び

z
の
み
を
未
知
数
と
看
倣
し
て
そ
の
最
高
の
レ
ン
ト
を
求
め
、
と
L

に
勢
賃
日
¥
品
が
輿
へ
ら
れ
た
。
と
の
場
合

q
及
び

P

は
既
知
数
と
し
て
取
扱
づ
た
の
で
あ
る
が
、
と
の

q
及
び

P
も
チ
ウ
ネ
ン
に
於
て
は
又
饗
教
で
る
っ
て

P
及
び

q
の
饗
化
に
つ
れ

z

も

y
も
費
化
す
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

q
及
び

P
が
費
数
と
し
て
資
本
の
辰
格
投
下

P
に
於
て
鷲
ら
さ
れ
る
「
生
産
力
」

を

a
と
す
れ
ば
持
賃
は
匂

1
2
で
典
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
勺

1
2と
て
曲
、
匂
と
は
相
等
し
き
も
の
で
た
け
れ
ば
友
ら
友
い
。
チ
ウ
ネ

ン
は
と
れ
を
詮
明
す
る
矯
め
に

;

R

1

1

Q

1

2

l
巴
a

i

;

l

l

 

H
M
l
h
H
G
R
H
V
l
h
z
 

と
の
賃
料
の
長
大
た
る
時
の

a
は
如
何
な
る
値
に
・
な
る
か
。
ム
「
h
阿
川
出

υ己負

戸

匂

l
h
z

阿
世

+
u可
H
匂

l
a
G

u
-
H
-
v
l
aゲ
l
曲、

HVISB
ぬ
G
H
で、回目
V

か
く
し
て
此
の

場
合
に
於
て
も
て
、
也
市
が
「
勝
利
的
に
結
論
さ
れ
た
。
」

然
る
に
と
』
に
於
て

a
は

P
と

q
と
白
一
定
閥
係
の
下
に
の
み
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て

a
に
つ
い
て
の
み
微
分
す
る

l
l

〔
匂

l
ハ
午
十
可
)
〕
可

と
と
は
間
違
ひ
で
あ
る
。
む
し
ろ
チ
ウ
ネ
ン
の
意
障
か
ら
す
る
た
ら
ば
山
田
氏
の
云
ふ
如
く
て
唱
を
導
く
原
式

b
J計
H
U
R「

P
も

q
も
襲
敷
で
る
る
か
ら
R
H

医
同
什
降
H
M
H
)

を
求
め
る
。
而
る
に

a
と

P
は

q
の
函
数
で
あ
る
か
ら
、
と
の
式
を
更
に

q

4
(
匂
一
泊
心
)

か
ら
、

誇 p.5221) Thunen， 3. 3. O. S. 594-5 



の
函
教
に
費
じ
て
、
そ
の
微
分
を
求
め
、
そ
れ
を
零
と
置
い
た
時
の

q
の
値
を
見
出
す
べ
き
で
あ
る
。
併
し
と
L
に
於
て
は
簡
単
に

ハ
註
-
)

-
¥
唱
を
以
て
一
示
し
得
・
な
い
で
あ
ら
う
。

第
二
に
チ
ウ
ネ
ン
の
と
の
式
を
導
く
前
提
は
、
同
一
勢
働
が
資
本
製
作
に
む
け
ら
れ
る
か
、
或
は
賃
銀
獲
得
に
む
け
ら
れ
る
か
は

附
労
働
者
の
「
謹
揮
の
自
由
」
で
あ
っ
て
、
い
づ
れ
も
そ
の
利
子
戸
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
と
一
匹
ふ
と
と
で
あ
る
。
云
ひ
換
へ
れ
ば
チ
ウ

ネ
ン
の
資
本
と
云
ひ
勢
働
と
云
ふ
も
均
衡
献
態
に
於
て
は
相
等
し
き
牧
盆
戸
を
質
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
「
と
L
で
我
み
が
見

て
ゐ
る
閤
民
中
に
は
未
だ
他
人
を
自
己
の
矯
め
に
働
か
し
め
る
と
と
ろ
の
費
本
家
は
友
い
」
蹴
態
に
於
て
の
み
可
能
に
友
る
所
の
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
勢
働
者
は
、
一
費
本
製
作
に
従
事
す
る
も
の
と
、
二
資
本
を
貸
り
て
自
己
の
計
算
で
働
く
も
の
と
の
こ
階
較

に
分
た
れ
る
。
第
二
の
階
般
に
属
す
る
も
の
を
私
は
勢
働
者
と
一
五
ん
」
場
合
に
於
け
る
賦
労
働
者
の
性
質
は
近
代
的
意
味
に
於
け
る
努

働
者
で
は
な
く
、
間
単
に
勢
働
に
従
事
す
る
者
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
歩
、
問
労
働
の
生
産
物
と
し
て
勢
働
に
還
元
出
来
る
資
本
も
、
と
の

場
合
に
於
て
は
近
代
的
意
味
に
於
け
る
費
本
と
は
な
り
得
た
い
。
第
働
の
生
産
物
が
道
具
と
し
て
の
使
用
債
値
を
有
す
る
の
み
で
は

資
本
と
な
リ
得
十
。
と
れ
が
資
本
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
一
定
の
枇
合
的
友
歴
史
的
な
係
件
を
具
備
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
っ

て
、
少
く
と
も
チ
ウ
ネ
ン
の
前
提
す
る
僚
件
の
下
で
は
費
本
た
り
得
な
い
と
と
は
明
白
で
あ
る
。
従
っ
て
チ
ウ
ネ
ン
の
僚
件
に
於
て

の
み
チ
ウ
ネ
ン
白
所
謂
二
種
の
努
働
者
は
戸
を
相
共
に
目
的
と
し
う
る
詳
で
あ
る
。

第
三
に
勢
賃
も
利
子
も
そ
れ
ぞ
れ
最
格
に
投
下
さ
れ
た
「
資
本
」
及
び
最
蕗
の
勢
働
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
云
ふ
場
合

i
と
れ

は
限
界
生
産
力
設
と
し
て
ク
ラ

1
ク
の
理
論
に
ま
で
饗
展
せ
し
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
が

l
使
用
慣
値
形
態
に
於
て
専
ら
「
資

本
」
に
師
嵐
し
得
べ
き
生
産
物
の
識
別
の
可
能
性
、
各
「
資
本
」
及
び
附
労
働
白
皐
位
。
生
産
物
が
最
怒
単
位
の
生
産
物
に
等
し
い
理

円
註
ニ
)

「
資
本
」
及
び
勢
働
の
最
蕗
の
生
産
物
は
如
何
に
識
別
さ
れ
う
る
か
の
問
題
が
残
る
。

自(
桂
一
U

山
田
雄
三
氏
は
「
チ
ユ
1
ネ
ン
分
間
論
の
研
究
」
の
一
六
五

i
六
頁
に
於
て
ζ

の
問
題
に
論
及
し
て
ゐ
る
。
「
費
本
に
よ
る
生
産
品
情
加
分

α
は
資
本
量
一
単
位
を
婚
す
毎
に

9
一
回
の
幾
何
級
数
に
よ
り
て
舞
化
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
に
こ
の
率
を

T
と
し
、
第
一
費
本
の
帯
加
分
を

ナ
ウ
ネ
ン
地
代
論
の
一
考
察

二
二
五
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一一一一六

m
と
す
れ
ば
R
M
E
U，
a
ょ
と
な
る
。
次
に

P
と

q
と
の
蹄
係
は
安
本
な
き
場
合
の
努
銀
銭
剰
を

u
と
し

-
1
1
 

H
宕

+
ε
+
g
h
lぃl

同

1
4

.
¥
劃
を
導
く
原
の
式

h
同

H
同
H
N山
門
に
於
て

P
も

q
も
興
援
と
せ
ば
上
遠
の
式
は

H
除
阿
川
出
H
ゆ
ル
ー
と
な
り
、

ζ

の
マ
キ
シ
マ
ム
な
求
め
ね

《
同
門
H
W

十

河

一

〉

品

(

℃

i
a
A
V

ば
な
ら
ぬ
。

ζ

の
際
g

の
み
に
就
い
て
微
分
す
る
は
波
意
義
で
る
る
。

a
の
襲
化
は

p
qと
の
一
定
閥
係
の
下
に
の
み
考
へ
ら
れ
、
更
に

α
と

P

と
は

q
の
函
設
と
考
へ
ら
れ
る
か
ち

同

M
u
U
(

昌
+
ロ
〉
+
g
(同
十
ベ

+
J
3
+
:・+J31J

民
貯
門
川
ド
H

占
自
主
i
M
(

ロ
+
B
市山
V
1
5
3
H
『
(
品
)

占
(
匂

l
S〉

l
i
l
i
-
-
-
1」
け
日

1
1
1
B
i
l
l
i
-
-

《

H
f
A
a
T
E
+
B
I
l
l
y
-
G
E
-
-
'」

]ケ
1
ベ

と
し
ζ

の
徴
分
を
求
め
、
こ
れ
を
零
と
置
い
た
時
の

q
の
値
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ζ

の
結
果
は
¥
叫
引
で
以
て
簡
単
に
一
不
す
こ
と
は
出
来
ぬ

で
る
ら
う
。

(註

--u限
界
生
産
力
裁
に
よ
る
分
配
論
は
途
に
ク

-
7
I
ク
に
ま
で
設
反
し
た
の
で
あ
る
が
、
ク
ラ

I

F
の
理
論
に
於
て
も
こ
の
問
題
の
解
決
は
仲

々
困
難
で
あ
る
様
で
あ
る
。
こ
の
駄
に
闘
し
波
多
野
県
民
「
償
催
準
設
史
」
第
三
巻
一
一
八
頁
次
下
及
び
同
氏
「
現
代
経
済
拳
論
」
一
五

O
一
員
以

下
参
照

チ
ウ
ネ
ン
は
地
代
論
を
理
論
的
に
ス
ミ
ス
の
批
判
の
上
に
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
が
、
と
与
で
ス
ミ
ス
の
何
を
受
け
櫨
ぎ
、
何
を

批
判
し
た
か
を
述
べ
た
。
チ
ウ
ネ
ン
の
批
判
は
彼
の
農
業
貫
践
の
う
ち
に
、
烏
く
れ
た
ド
イ
ツ
の
経
済
的
環
境
の
下
に
な
さ
れ
た
の

で
る
っ
た
。
そ
し
て
と
れ
が
り
カ
ア
ド
オ
と
呉
っ
た
ス
ミ
ス
批
判
の
基
礎
な
の
で
あ
る
。
併
し
チ
ウ
ネ
ン
の
地
代
論
の
意
義
は
と
れ

の
み
に
壷
く
る
も
の
で
は
な
く
、
距
離
に
よ
る
地
代
は
積
極
的
に
立
地
論
と
し
て
多
く
の
後
糟
者
を
見
出
し
て
ゐ
る
e

と
の
地
代
に

於
け
る
距
離
の
問
題
は
ス
ミ
ス
地
代
論
の
積
極
的
た
護
展
の
部
分
と
し
て
種
々
興
味
あ
る
暗
示
を
わ
れ
/
¥
に
興
へ
て
ゐ
る
が
、
と

れ
に
つ
い
て
は
と
与
で
は
問
題
に
し
た
い
。

(
一
九
四
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・7
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